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「粉体物理の現状と展望J
• Eimp ~ nkE]ωlの場合、アグリゲイトは最大に圧縮される。
• Eimpと10nkEbreakの場合、アグリゲイトはカタストロブイツクに破壊2される。
ここで、 nkは衝突前のアグリゲイト中の粒子同士の全接触点数、 Erollは一つの接触点において 1
粒子を900転がすのに必要なエネルギー、 Ebreakは平衡状態で接触している粒子同士を完全に引き
離すのに必要なエネルギーで、ある。 Dominikand Tielens[2， 3]によれば、 EroIlは





= -;I一+61f.' I Fcdc ~ 1.54Fcdc (2) 5 ¥9 - r" 
で与えられる。ここでFc= 3rryRは接触粒子を引き離すのに必要な最大の力、 dcは接触粒子関圧
縮(伸長)変位の限界距離である。














d = 2rl -Ix} -x21の関数として与える (XI，X2は各々粒子 1，2の中心の位置ベクトル)。また、接
線方向に作用する抵抗力(またはトルク〉はスライド、転がり、振れの各運動に対して図 1に示さ














については、 Dominikand Tielens[3]では理論的にご'crit: 2Aで与えられているが、 Heimらの実験
[9]によると半径0.9μmの石英粒子に対しはとcritど 30Aと測定されており、よく分かつていない。
したがって、我々のシミュレーションで、はごcritはパラメーターとして扱う。振れの限界変位はゆcrit
はDominikand Tielens[2， 4]によって与えられ、 φcrit: 1.10である。
(a) (b)スライド (c)転がり (d) 振れ
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粒子の物性としては石英(表面エネルギー γ::25 mJ/m2，ヤング率E: 54 GPa，ポアソン比




















(a) Eimp 0= 1.1 E，on (b) Eimp 0= 0.14 nkEron 


















?? 。 (4) 


















で濃淡は構成粒子数の違いを示す。細線はモデ、ルから得られた関係式:fg/ (rl何平)= [EirnP/ 
また、アグリゲイトの粒子数がある程度以上になると(全粒子数 Ntotal> 256)、図4における
回転半径の変化の傾き(纂)が一定となる傾向が見られる。この一定の傾きは次のようなモデ
ルで考えることができる。簡単に、 BCCアグリゲイトは Eimp rw EroIlで明瞭に変形を開始し、




d log r g log r g，comp -r g，BCCA 1 1 
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図5:最大クラスターにおける 1粒子当たりの接触点数nconを衝突エネルギーEimp!(nkEroU)の関数として




(ゆ EroIlEb暗=1.94 (b) Erol/Ebn:3A: '" 18.6 (c) 凡I/E"，国政 =279
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図7:(a)最大クラスターの構成粒子数と全粒子数の比 N1a郁 /Ntotalを衝突エネルギーEimp (叫んreakで規格
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